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お問い合わせ先

国土交通省関東地方整備局横浜国道事務所

〒221-0855 横浜市神奈川区三ツ沢西町１３－２

電話０４５－３１１－２９８１（代表）

副所長[改築] 菊池 正彦（きくち まさひこ） （内線２０４）

工務課長 鈴木 秀和（すずき ひでかず） （内線４１１）

工事発注において、予定価格超過や入札参加者がいないことなどを理由として入札のとりや

めや不調が予測される工事について不調・不落対策を試行しております。

今回、横浜国道事務所で発注する「Ｒ４国道１６号環境対策工事」については「公募型指名

競争入札方式（総合評価落札方式）｣､「見積活用方式」を試行し、「余裕期間制度（任意着手

方式）｣､「難工事指定」を採用します。

※詳細は次ページをご覧ください。

《工事概要》

（１）工事名：Ｒ４国道１６号環境対策工事

（２）工事場所：神奈川県横浜市旭区中沢地先

（３）全体工期：工事の始期から１６１日間

（但し、令和４年10月21日（工事着手期限）までに工事を開始すること。）

余裕期間制度（任意着手方式）

（４）入札方式：公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）

（５）工事種別：一般土木工事

（６）工事内容：遮音壁設置工 （Ｈ＝３．５ｍ） 約１７０ｍ

切削オーバーレイ工（ｔ＝１２０ｍｍ） 約１，８００ｍ2

路側防護柵工 約２７０ｍ

区画線工 約６００ｍ
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「Ｒ４国道１６号環境対策工事」において、公募型指名競争入札方式

（総合評価落札方式）｣､「見積活用方式」を試行します。併せて「余

裕期間制度（フレックス）｣､「難工事指定」を採用します。



《公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）の試行について》
競争参加者が少数と見込まれ、技術難易度が比較的低い工事について、対象

工事ごとに技術資料収集に係る公示資料の交付を受けて、競争参加希望者が参
加表明確認申請書及び技術資料（参加要件は企業のみとして技術者要件を求め
ない。）を提出し、指名基準による選定を行い指名された競争参加希望者によ
り総合評価落札方式で落札者を決定するものです。

なお、総合評価は、災害活動実績及び賃上げの実施を加算点としています。

《見積活用積算方式について》
○見積の提出を求める工種

直接工事費のうち、以下に係わるもの
遮音板（１）

○見積の提出を求める理由
本工事は、交通量の極めて多い現道上に設置した狭隘な作業ヤード内で遮音

壁を施工するため、標準積算と実勢価格の間において乖離が予想されます。そ
のため、指定した見積書式にて競争参加者より見積もりの提出を求め、提出さ
れた見積書の平均的な歩掛を採用し、予定価格を作成する試行工事です。

《余裕期間制度（任意着手方式）について》
契約日から工事着手期限日（令和４年１０月１日）までの期間において、受

注者が任意に工事着手日を選定できます。余裕期間内は、監理技術者の配置を
要しません。また、余裕期間内は工事請負約款第１１条に定める現場代理人の
常駐を要しません。

《難工事指定について》
本工事は、交通量の極めて多い現道上に設置した狭隘な作業ヤード内で遮音

壁を施工することから、厳しい安全管理が必要であるため、「難工事」の指定
を実施します。

「難工事」指定された工事は、完成時に70 点以上の工事成績評定を通知さ
れた場合、今後発注される「難工事施工実績評価対象工事（試行）」の総合評
価の評価項目において加点対象となります。

また、加点対象となる期間は、審査基準日の月以前の１年間に元請けとして
完成・引き渡しが完了した施工実績が加点対象となります。

また、主任（監理）技術者または現場代理人として従事した経験について、
審査基準日の月以前の4年間を評価対象となります。

《スケジュール》
○入札公示、入札説明書交付 ： 令和４年 ７月２９日（水）
○競争参加資格確認申請書提出期限： 令和４年 ８月１９日（金）
○入札書・工事費内訳書提出期限 ： 令和４年 ９月２７日（火）
○開札日 ： 令和４年 ９月３０日（金）
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